
壬'こ+しJ■没でさ与川ヒLたIl卜りJう)侶ち･式ミ貴i斤fl｢r刺をノr迎え,一之ii∴上

きわめてfIIiシ亡をIl!_L､か/ノ､Fri:か⊥､ノア卜＼ノ)l事臼三托ヒいう近f卜♂)

j‾之仙イlリペリと越にこたえる抑ご出.■‖'.,耕す川if叫汁+碓も,さわめてfl㌧

碓に打ち･われた

圭′寸土`■に1仙依で｢土,†-t三イ吐杵帥Jl】】二i允`】に刺慌に,す=ストラリア,

山1‾'フ■jカ地肌 ノヾ仰1亡【札インドなど/‾＼言怠.汁約50,000HPに

ノ之ぶ中仙至l‡■‖レ')ノノ山J丈を比た.1lt′プ羊‡】呈二俵ノ川+一変漣一一に刺慌ク)うこ1モメ

インテナンスフり-キメ_1-､ノノノたアシンクロ サイリ スクモータ

+土,れ■【-▲Jぅ与山水1山J向け160kW3セ･･′′トはかキ納入した_.近

rl∴ と.ちに凪く求め⊥lJれている一灯.!i貞.･■1二化{二対Lて.一 】に土仙

怖ジ)75dB帆.リ;貞■■■1ニシリー--てを′ノ山J丈するとともに,61～65dBこ′)超

帆メ.!j弟l､■1ニモーート′しむ納入Lた.

Jl上,i妊ク)ノ■にノJ小川や仙災触rliりにこたえて,ティーーゼル犯′.一に慌

ノ)■∴り1こ′＼い′ケーー1ノシリーズ'ち･⊥､)ぴに仏ソミシり-一ス､を一心J丈し､

コンパクト,-′左1モ､杷王叩ミ化をil;-てiた一∫｢ノヾ什壬一丸一‖】.化をり三一呪Lた､

,i止rl∴
山イ.i和i山ノ什能なノブひ'こ二キュ実叩三化を.りユ求Lてきた制式Jl三

ノ旺.〔帥"f叫l}り捌システム+上_,_iミローールへ･グう一心允レーート制御ク)や

人,テ■†シタJし油性利別糸やフライング シヤーJ)ディジタル

i如汀制御ち･ヒ､制御ノ)■∴j性化をりミュ兆するととい二､4Hミル,

ゼンジマー ミ′い‖榊御ゴ王諾ノ)付き吋主化がノこJJ丈L.さらに縮機別HI-

LECTOLにい叶LくLシリー-でがヤ糾7‡fされた._.重たモーーータン

南アフリカ連邦国ISCOR納め

ビレット ミル用直;充電動機一式

IトンニJ生望作I叶は,満了フリカ辿邦托1ISCOR(NEW CASTLE

l暢)納めビレット ミルイ-f】l｢l二i允ノ,山仙機仝200子iろ･らぴにその

什械装iど昌を1ヒ†戊L,=‾‾卜呪地でjl.什Jイ1三業小である｡これらは､

中尉l川■としてはJ【上人脱化を詰る.…+紬1一一一'tであり,従来技術の_卜

に数々の耕托術を托川している.′Jうもな川上去は二大にホすとお

りであるし)

(1)+.どさ流J′･川fJ..り空朋空器装置の採ノーJ

向アプリか辿一川の特殊な1も駁条件により.′乍1もが栃そ比に乾

雌することがあり,二の城介でもノ左1Lなリノ詫流作能を確保する

ことを1川りとして､4≠某i允J′一圭わl)の絶対子さ■■り空を朋ヤ器するため

の装苗を納入L7∴

(2)閉銚抑f斗這iて‡却ノノンセグ)▼抹川

屯機J′･および川て七十の部分は､外1もとしゃ断Lたi仔上り凪を

l帖糾幾l勺に循環きせて;て㌻ム】】する閉鎖術j二見if†㌻+計ノノノ〔を抹朋し,

ヤ器流J′▲のJ行却系統とは独_‾､∵きせるノノ∫じとした.Jこのため､エ

アフィルタは必紫とせず仏土1:,止検作業が軽i城された._,

なおヤ.写流J'･のfT川j系統はUp draftノJJ(とL,人1川+に押込

フ7,ンおよび前こ言Lのi_1良性訓ヤた装て托を肘言㌢壬Lた､=､

本プラントの1ヒ戊は,/｢子妾のi一南アフリカ抽印への輸山の節

一一歩をF叫LたものとLてそ〆)滋二滋は大きい

Electric Machine｢v and ControIs

ミュレ一夕やフ7･-ストフォール衷ホ詩誌の三尊人など仏土1三_卜の

新規軸もエー人された.さごっに,松任延グ)ゴ1一之綬の.淋題ともいう

べき形状i糾制も.汁詳機の中人によリ1こ成をみた｡

総括こ別砕け装置などにおけるシーケンス言糾御のワイヤード ロ

ジックかごノブログラムによるソフト化は,;別御盤根のエレク

トロニクスの人きな1言取越であったが､‾こ‡手持え山J能なIC ROM

の才采輔により,臼山性の人きいプログラマブル ロジック コ

ントロ【ラのシリMズがうこJ戊L,+二‾卜水j丘の処j叩土妨,ポンプ

均,製鉄付H二おける総柄;別御などに多数の二大糸六をみた∃=.

′‾卜fホ環桟ノ.仁盤の允り三をfl標として,+二■‾卜水j丘施設の隼i別指が

強力に進め⊥lJれているが,そグ)-芦別御システムもますます人規

恍､｢tt7i性化しており,.1州封‖ljぶ一汗機およぴCRT(Cathode

Ray Tube)のj#入,シーケンス肘J御装罰やIC化アナログ揃

算システムならびにサイリスタ応用の普及などにより,シス

テム全体にわたりめぎまLい近f‾じ化が進在きLた｡

システムグ)人規椴J上城化に什い,速‾方肘J御装置は､ユ､i放な

1ノ,言架のJ一郎Jl卜と仕様の多様化を姐せており,IC化サイクリ ッ

クスーパ【お.よぴディジタル テレメータの新シり-ズ｢スー

パ【ロ【ル+キラ加丈L､多数の納人り三船をみた.〕

このはか,汁L川■ll-1においても,JJJ湯状況をふまえた数々の

析シリーズカ㍗ノこ戊Lた､〕

輸出圧延設備用直三充機続々完成

臼丁､二仁生望作所が址三ノ旺設備肝折i充機として工場完成し,車釦Ⅰ-1し

たおもなものは表1に示すとおりである｡いずれも各回の使

相集件(i止伎,湿度,高度など)を十分考慮したもので,なか

でもISCOR社ド小ナに重さi充子の性能IrlJ【Lを目的とした湿度i洞軽

装苗を納入した｡

表1 48年度輸出圧延設備主要直流機

雇員 客 名 設 備 名 おもな直三充ヰ幾

オーストラリアCOMALCO社

(COMMON WEAJTH

ALUMINルM CORPORA

T=〕N LIMITED)

大専毒民国

聯合鉄鋼工業株式会社

インドAAML社

(The Ahmedabad Advarl-

Ce M川s L川11ted)

南アフリカ連邦ISCOR社

(South AfrlCan けonand

SteelI｢1dustrlalCo｢po｢a-

t10∩､Llm】ted)

南アフリカ連邦USCO社

(The Url10n Stee【Corp

orat1011Llm】ted)

4H非可逆アルミコー

ルドミル電気品

4H非可逆アルミコー
ルド

ストリップミル電気晶

センジマーコールド

ミル電気晶

ビレットミル電気晶

4Hテンパーミル

電気晶

ニューライトセクシ

ョンミル電気晶

卜2×l′700HP276/828｢pn1

2-550HP 250/890rpm

Z-450HP 250/890｢Pm

卜4,200HP M-G SET

l-2×1.600kW 290/630｢Pr¶

4-700kW

l-500HP

4-200HP

2-600HP

卜3′800kW

4-l.300kW

2-65DkW

193- 800DCM

2-750kW

l-ZX525kW

l-3×565kW

4-300kW

6-400kW

25〔l′/950｢Pm

530/850｢r)m

650/l′710l‾Pm

M-G SET

60/120=つm

530/′800｢pm

300｢pm

414/828｢pm

225/95Z｢Pm

225/952｢Pr†1

400/l.000rpm

400/l.000｢pm
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日本鋼管株式会社福山製鉄所納め
分塊ミル用直三充電動機

【_-J本鋼管休J(会社細山製鉄一昨に分塊ミル用直流在勤機･⊥〔

を納人し,昭和48jFll=初め甘某逆転にはし､った｡これらグ)

1Fi二流1一己動機は,2×2,800kW主′【盲動催をはじめとし,ナナ計113

fiから成る人形プラントであり,おもな什様は次にホすとお

りである｡

2-2×2,800kW750V35/70rpm(JEM-1157し1椎)

2-1,400kW750V550rpm(JEM-1157-1椎)

109一言800DCM

終J叶に新化称Jが代り人れているか,そのおもなノ.】二を列挙す

れば二大のとjjI)である｡

(1)閉鎖紳瑞冷_印ノノユ･〔の花川

′L‾に機J′一およぴ卜しl止三十の溺分には閉川桁J呈`呈iて㌻よIl‾〃ノ㌧をす末JtjL,

一乍左も;二行よ【柑さとJ了㌻,川フアング)礼遇に∴丁‾大を凝らすとともに,コ

ンクリ-一卜胤道内山iに特殊な処J増を地すなど,術環系統l勺の

i泌空管押には十分な考慮を#､つた｡

(2)ヤた流イ･の冷却系統は′i-E機-｢とは別系統とし,一軒f+グ〕J針jl

フアンにより ミルヤードに排1tしており､エアフィルタがな

いため,似＼†:.∴㌧二検作紫か車軸占kされているし,

(3)Bottom forwardノノー⊥〔の･抹川

主`■に動機の舵置は,【トニ仁独和ク)Bottom forwardガン(とし.

軸一三メタルよ;よぴスピンドルの組+工分f昨n三丁繋が谷錫となるよ

う終帥の1巧山宙がなされている､_ 特にf‾l荷側軸ノヱの‾‾Fr抑まア【

チの椛礎を兼J†Jしているので､アーチの刷件と強壮がl｢り卜さ

れている(柑.打出和しい)｡

サイリスタ ブラシレス同期電動機完成

焼結炉排風機駆動用電動機とLて住‾友企鶴工業株式会社鹿

島製鉄所に納入されたサイリスタブラシレス励磁方式のソり

､ソドポ”ル同期電動機8,100kW,1,000rpm,2台が好調に甘

業運転されている(図1)｡ニの肋磁方式の精良は,交流助磁

機の‾交流出力を要さi充する回転式乍流装置にシリコンr別制空吉流素

子を用いて始動特件を改善したことである｡シリコン制御燃

i充素子の制御は‾交流肋磁乞ミのl那上十イ苗栴のJ勃々滋によって行な

われるため,同其即完動機グ)始垂わ,lifj期･Jlき入れなどは普適の

ブラシレス同期′盃動機と同じである｡

現地における試逆転および官業運転において,ニの新しい

励磁方式の1電動機はその特技を発作している｡

㌻
仙

学J

l甲
叫

図l サイリスタブラシレス同期電動ヰ幾
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アシンクロ サイリスクモータ

新しい可変速度駆動システムとしてのアシンクロ サイリス

タモータ(サイクロコンバータで制御されるかご形三相誘導電

動機)をポンプ駆動用として,160kW3セットほかfナ計8セッ

トを完成した(図2)｡

本モータは静止セルビウス;別御方式よりさらにメインテナ

ンスフリー化を進めたものでおもな特長は,

(1)かご形二相誘噂電動機を使用しているため,完全ブラシ

レ スであるし〕

(2)軸に机磁機および界磁位置検出器(分配器)の取付けが不

安ち･ので,イ‾i子頼J空が一段と高まっている｡

(3)七卜!川谷はサイクロコンバータ‾方式を採用し,かつ;】iり御h_]

路はIC化Lているので高い†三相性を有する｡

図2 160kWアシンクロ サイリスタモータ(工場試験)

低騒音形誘導電動1幾

上山珪,舶汀公害のi;ガ⊥とという見地から,低願書電動機の要

求が,ますます増力Uしつつある｡日立製作所においてもこの

紫求を満たすため独自の研究を続けてきたが,ここに,75dB

(Aノ宗妓グ)紙騒イ`1二高圧電動機のシリーズ化(75～3,000kW)を1ヒ

了Liかt三体削を確立した｡図3は,開放形シリーズI汀一の一例

を‾Jjミすものである｡

ヰニシリーズムー一については,騒｢Iiニの発生機構および消渋二構j立

について｢iカニ独自の理論解析を行ない随所に独特の技術が生

かされている〕一‾ガ,フレームにつし､ても開放形および全閉

彬をJlこ池とし.過凪稚および冷却器の過Jl】をかえるだけです

べての恨和が柑1!Jれる設計としており,これにより納期の丸摘岩

や

__

図3 開放形低騒蓄電動機

を周っている｡

なお,日立において

は､75dB(A)以‾Fの超

†氏〃議‾仔′立動機の開発に

もいちはやくべ盲‾干して

おり,尖績巾に才一iいて

も硯フ在,開放形,東京う宅

力株式会社納め150kW

4椒61dB(心全閉形,大

阪杓二水道局納め2,400

kW16梅65dB(A)をはじ

め多数の超低騒音う盲動

機を納入している｡
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銅板フレーム三相汎用モートル新シリーズ量産開始

汎用三相かご形モートルのうち､量産度の高い開放形2.2

kW以下,全閉外扇形0.4kWのフレームを鋼板化し,･それぞ

れNTK,LTKシリーズとして量産を開始した(図4)｡

おもな特長は次のとおりである｡

(1)重量,答柿は従来の約80%になり,また取付ボルト部分

の空間余裕の増大および長穴などにより､小形軽量で据付け,

取扱いが容易である｡

(2)電工およびフレーム加工に新鋭輝を導入し,工作精度の

向上,剛性を考えた設計などによ1),いっそうJ句賃官で信頼竹三

が高く,また騒二乱 批動ともに従来水準以下となっている｡

(3)開放形の通風穴は下半面部であI),全閉形の端十指取付

座が完全シールされているので防滴惟,ドガ頗(じん)性がよいこ1

＼

l.5kW EFOUP-K 4極(NTK)

図4 鋼板フレーム三相汎用モートル

0.4kW TFO-K 4極(LTK)

汎用モートル新形(A形)シリーズ

単柑モートルは,従来NEMA規格に準拠した寸i去を採用

していたが,寸法規格JEM1249〔単相誘導う蛋動機(一般用)寸

法〕の制式三とJIS C4203〔単相誘導電動機(一般用)〕の特性規

格改訂に伴い従来の(M)形に代わI)(A)形汎用モートルのシ

リーズを完成した(図5)｡

JEMでは,J-Il力100W,200Wが対象であるが,これに基づ

いて,この系列の分棚モ【トルでは,100W,200Wおよぴ250

W,コンデンサ始動モートルでは,100W,200W,250Wおよ

ぴ300WをJEM寸法に統一した｡

新シリーズは次のような特長を有している｡

(1)仝鋼板製フレ【ムの採用によI)耐衝撃怖があり,強敵(じ

ん)なフレームであり,さらに′ト形軽量である｡

(2)合理的な取付脚(ベース)の採用により振動が小さい｡

(3)各穐絶縁物にはポリエステル樹脂系の絶縁材料を使用し

た高性能E種絶縁である｡

(4)特に代表的機

種である200W分

村モートルは従来

の(M)形に比べ10

%の効率向上を図

った｡

図5 200W分相始動

形単相誘導電動機

立て形ギヤモートルの新形(N形)シリーズ

日立横形ギヤモートル(0.4kW～22kW)は昭和46年～47年に

N形シリーズに移行し成果をあげたが,∠ナ回横形ギヤモート

ルのわく加工専開機の有効活用を阿るとともに横形部品を90

%近く共用化するという画期的な方法を採用Lた立て形ギヤ

モートルのN形シリーズを二完成きせた(図6)｡

おもな特壬妄

(1)横形部品を約90%共用したため,生産性の向上が図れた｡

(2)従来品に比べ谷栢でご､ドj勺12%,二束量で平j勺20%′ト形軽芸

化できた｡

(3)一部を除きグリース潤滑方式を採用したため取付方向が

自巾に選べる｡

また､ノト一存:追憶椎(0 4kW～2.2kW)の横形,立て形品につ

いてはモ【トル部に

封凋板モートルの才采J弔,

専用電気部品の採用

を図り,軽量化した

T形シリーズを完成

させた｡

図6 0.75kW50/60rpm立て形ギヤモートル

分塊圧延機の制御装置

分塊圧延機の制御装置は.数多くの納入ジミ結があリリ注て_こ†な

経験に新しい技術を加えて安1立した払Fデーである｡娘近の何州

は,主ロール制御系にACRR(Automatic Current Rate

Regulator)を付けることにより,電流断続限界における安定

性および転i充時の安定化を図っている｡

･次に直子允可変i琶圧柵機i糾御盤は,完三令な標準化を行なって

いるHILECTOL(HitachiLeonard Contro11er)をイか11

しており,現地音調句法帖仰の触縮,Jl什+‾J末‾【fli積の減少などに人

きな効果をあげている(図7)ご､

日動逆転装苗は,APC装苗を-1■心に数多くの｢-1動述転川

路を採用し,少数人長iによる†1t;捕巳年与圧延を可能にしているrj

このほか態中監視楽音迂あるいはMotor Simulatorなどの拭川

によるう_･E～毛保守長一-iのfI川減にもかなり効果があが1ている.｡

篇無

図7 分塊圧延機

にイ重用されている

HILECTOL
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南アフリカ連邦匡lイスコール社納め

ビレットミル制御装置

本ビレットミルは,350mⅢl角のブルーム村を50～130mⅡI角の

ビレット材に圧延する設備である｡制御装置は拉新技術を収

り入れるとともに,高イ`三根性およぴメインテナンスフリーに

特別な考療が払われており,現地調整時間の触縮,保守員の低

i成に貢献する装置である｡おもな特長は下記のとおりである｡

(1)フライングシヤーの高精度自動切断

ビレットの圧延長さは数十メートルに及ぶが,これを走行中

に10m前後に切断する必要がある｡演算回路はすべてディジタ

ル化するとともに,シヤー電動機の加速中の補正など諸補正【q】

路を設け,要求切断精度±20mmの高精度を-1-一分に満足する｡

(2)クーリングベッドの自動逆転

クーリングベッドはビレットを冷却するとともに,‾刻印,杵

(ひよう)品および仕分けをする設備である｡,i若槻一語引王寺jの利川二

関係が非常に不日雉であるが,光電検山一三綜,リ ミットスイッチ

などの満検rl招詰を有効に括用し自動逆転可能とした｡本臼劫

逆転は祈力化に苗献するところ大である｡

(3)向i充電動機の制御

主機の〔剛御はマイナーループに電流レート制御系および屯

i先制子卸系を有する日動制御系を採用L,急速加i成速および砧

性能を満足するものである｡

補機片ほ亡流1一に動機は,すべてコンパクト化された一休磐梯二道

のHILETOL(35セット)を才泉州しており,イ末寺および調聖さとも

に非ノテ;i一に容易な装置である｡

南アフリカ連邦国USCO社納め

ライト セクション ミルの制御装置

南アフリカ連邦国US CO社納めのライト セクション ミ

ルは,可逆)阻圧延機,中間圧延機4スタンド,仕上げ圧延機

6スタンドより成っている｡制御装置として特長的なことは

加熱炉から冷却床まで,圧延仝プラントを利子卸しており,特

に中間･仕,_卜げの10スタンドには,

(1)アナログ速J空制御系

(2)ディジタル速度制御系

(3)ループ制御系

がついており,利子卸装置は

全く同一仕様にて構成され

ている｡,ディジタル速度制

御系は±0,05%までの設定

精度を持っている｡

このほか,フライングシ

ヤーの制御においては,形

鋼の場ナナ,計i則がむずかし

いライン速度をディジタル

的にi則;ょし,比較的簡単な

プわ〔で,精J空良し､定尺切断

をしている｡

また各部の子宝雑な機才戒の

シーケンス動作を数種のパ

ターンに類別し,この組合

-せにてシーケンスを構成し

てし､る(図8)｡
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ライン物およぴ-コールド ミル用

標準レオナード盤完成

1.HILECTOL-Lシリーズのモ完成

ライン物用レオナード装置は′ト芥量で,Lかも乍女数台の電

動機をrii川手駆動する場fナが多い｡したがって､ビルディ ング

ブロック方式による拡弓土日乍に詰んだサイリスタレオナ【ド標

準盤が必要となる｡今回標準化したHILECTOL▼Lシリーズ

の特長は,制御回路が簡素化されており,調幣を要する部分

がきわめて少ない｡したがって､工場試験､現J也i弼空詰も簡-きit

である｡他州,ループのチェ･ソク担1路を持っており,動作の

確認が簡一戸itにできることと,新方式ファーストフォールト表

示器を組み込んだことにより､保′､〕二,ノ.㌧二検が容易になってい

る｢)調至さ,′〔†検は扉(とびら)の中f貨にはめ込んだ制御ユニッ

ト部で行なうことができる(図9)｡

2.コールド ミル用標準レオナード盤

4Hミル,ゼンゾマー ミル用制御装置を標準化した｡

ミル,リールごとに､界磁サイリスタ部分,リレーレ_力路,

アナログF別御L【i柑各をIi‾f卜一盤に取りまとめ収納したことによI)

監視.,調ヤさ,伯さ守が-一一個戸斤で凝中f伽二行なえることが大きな

特上主である｡盤が一体化され監視盤などを簡略化できるので,

桝付スペースがi械少し,盤外配線も減少するのでエー･拝辞が安

くなることとノイズ対策を要する所が少なくなった｡

伯ミ守用器具を前面に収l)付けたので,前何のみで保守山検

ができるLつIC部もイ米守,t鋼車たft才のチェックメ【タ,チェッ

ク端十が′ト扉の中に設けられておl)､保守件を高めているr一

様作電子原､速J空指令装置,巻取‾方向一切挽Lロほ各などは共j也鮨

に取りまとめて収納してある(図10).1

竣

図9 ライン物用標準レオ

ナード盤

≡も

5

し㌦

図10 コールド ミル標準レオナード盤
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;阪圧延における形状制御システムの開発

板幅方向の伸びを-一一様にするいわゆる形寸朋川御は,板圧延

におけるf長径の課題となっている｡日立‾製作所においてi汁算

俄による形状制御システムを開発し,圧延荷耳を分布とロール

ペンディ ングカによって予測されるロールのたわみ量と圧下

位鼠 圧延荷屯分布とによって‾干測されるロール開性分布が

目標板J亨分布に‾拉小二乗誤差で一≦改するようロールペンディ

ングカとJ王下位置を制御する〔)この方式による｢拉過ロールペ

ンディングカは手動圧延時と同様板幅に関Lて区111のように

なり,従来公表されている傾｢r-】と異なる｡本利子卸システムは,

目標板戸享,臼標板クラウンから圧延荷養分布を予測し,上述

のファ式により韓過ロー

ルペンディ ングカと[E

【F位置のプリセットを

行なうセットアップ制

御と,検亡Hされる圧延

荷重,粒形.状から圧延

荷屯分布を予測し,ロ

ールペンディ ングカ,

圧‾F位置(乃プリセット

位を帽正するダイナミ

ック制,子卸とから構成さ

れる｡,本システムは冷

間,熱｢札 アルミニウ

ム板圧J延に適用できる｡
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図Il最適ロールペンディングカ

シーケンス制御装置

シⅦケンス制御は,各椎機1城や設備の日勤化,告力化の-一千

J三豊とLて泣こく用いられているが,乾近システムの大規校化,

性推化に伴って制御装置にも砧度の機能と信鰍作が要求され

る｡,シーケンス制御装置には,従来,電磁継†に器,半導体論

手堅素十などを,木‖二心恨線により構成したワイヤードロジック

が使用されてきた｡しかし,これらは個々の制御対象ごとに

配線が異なり,その郡性設計,製作を行なっていた｡また制

御‾方式の埜吏などの改j主に多大の労力を必要とLた｡

これらの問題を解決すべく開発されたのが本コントローラ

シリーズである｡本装置は標準ハードウエアをイdリ目し,制御

対象によって異なるシーケンスは.プログラム可能なROMま

たはピンボ】ドに記憶させることにより,あらゆる制御対象

に適用できるものである｡また､これらの装置のプログラム

が簡単にできるよう,シーケンス設一汁川コンパイラが11-ほこさ

れてし､る｡

1.プログラマブル ロジック コントローラ

本業讃はIC,FLSなどの半j#休部品を仲川し､完全夕照才妾

･､‡化を問った信束帥i三の高い万能シーケンス制御装置である(図

t2)｡おもな特士主は,

(1)プログラムが簡.i-ii

リ レーーシンボル.論粥王式より直接プログラム可能

(2)パワl一コントロー′レに過Lた拡リ1主件のあるハードウェア

人九J】リブは強う‾に仕様であl),強電rl‾耶略(100′/200V)を【l′亡

接接続吋能-,メモリ芥品は泣入4k語,人山カノ.Ⅰよ数はおのおの

拡大1,024.小二圭で祇引三でき,′ト規模から大規校圭でフロセス

の規模に合った最適構成がとれる｡

(3)信頼性が高く,保守が容易

プログラムメモリにはIC ROMを採用し,停電時および外

部ノイズに対しメモリ保護が完ぺきである｡入出力はすべて

絶縁されており,外部回路からの耐ノイズ性にすぐれている,

などである｡

2.シーケンス コントローラ(FREELOG)

′ト規模のシーケンス制御を対象としたもので,入出力部は

/ト形リ レーを使用し,プログラム設定部はピンボード マトリ

ックスを使用し.利子卸用安定化電i原およぴタイマ要素を内蔵

したユニット化した製品である｡上下水道,総括制御,ホイ

ストの自動運転に適用し好調に運転中である｡シリーズとし

て順序形,一般制御用2機種,計3機種を開発しシーケンス

制御の合理化に寄与している｡

おもな特長は,

(1)プログラム設定部はデイオ

【ドピンをねじ止め構造とした

のでプログラムの設定が簡単で

接触信頼性が高い｡

(2)入出力仕様はAClOO/200V

であり,Mg,Swなどの強電回路

と直接結合が可能である｡

(3)チェック回路によr),不ぐ

あい個所の発見が容易である｡

図ほ プログラマフリレ ロジック コ

ントローラ

汎用シーケンス コントローラ

従来のリレーによる制御盤は,変更の自由度が少なく,構

j立も大形で煩雑なものになりやすい｡一方,コンピュータで

シーケンス;別御を行なうのは,大規模すぎて使いにくい｡

こうした欠点を補うた■めに,ハードウェア(制御盤の構造や

配線)を標準化L,メモリ部分の内容を変えるだけで,あらゆ

るシーケンス制御に適用できる｢汎用シーケンスコントローラ+

を製品化した(図13)｡おもな特長は,次のとおりである｡

(1)シーケンスの変更,追加が,専用コンソールのテープリ

ーダやキー推作により,容易に行なえる｡

(2)プログラム用語が,AND,OR,=など,簡単なもの

ばかりで,容易にコーディングできる｡

図13 汎用シーケンス コントローラ

(3)かっこ"()''演算

ができるので,メモリ

の使用ワード数が少な

くてよい｡

(4)シーケンスのシミ

ュレーションが可能で
ある｡

(5)入･出力に動作表

示が付いてし､る｡

(6)自己故障診断機能:

がある｡
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上下水道制御の近代イヒ

上下水道の音別御システムは,近年ますます大規模,高度化

しており,プラントの運転の最適化,信頼性からも,システ

ム エンジニアリングの確立および制御装置の近代化が不可欠

なものとなってきている｡制御の近代化のための構成要素と

いう面から最近の制御装置との関連をみると,表1のように

なる｡

制御用計算機,CRTを大巾副二採用して,終末処理場の集

中監視制御システムの近代化を閉った例として,手引司市下水

道局へ納入の制御装置がある｡またシ【ケンス制御装置,サ

イリスタ スイッチにより計装制御装置の縮′ト化,近代化をI司

った例として金沢▲巾企業局納め,東京都下水道局六郷ポンプ

所納めおよび千三菓県水道局柏井浄水場納めのものがある｡

表l 制御の近代化項目

制 御 の

水量･水質の最適化制御

マンマシンコミュニケーションの向上

シーケンスの融通性と拡張性の向上

オペレーションとメインテナンスの

省力化

省エネルギー化

近 代 化 項 目

表
/

制御用計算機の採用

CRT装置の採用

シーケンス制御装置の採用

(フlトログ,PLC,/′-CTR)

セルビウス式,サイリスタモータ式

速度制御装置の採用

注:1.CRT=プロセスデイスプレイ装置

2.PLC=プログラマブルロジックコントローラ

集中遠方監視制御システム スーパーロール

新シリーズの完成

最近,上下水道,電力プラントにおいて遠方制御装置の需

要が拡大する一方で,要求仕様が多様化している｡日立製作

所はこれに対処するため,従来のトランジスタ スーパーおよ

ぴアナログ テレメータに代わるものとして,IC形サイクリ

ック スーパーおよぴディジタル テレメータを開発､納入し

た(図川)｡この新シりⅦズは｢スーパーロール_+と命名し,320

C,140C,340C,440C,740Cの5機種より構成されている｡

スーパーロールのおもな特長は下記のとおりである｡

(1)機種,装置容量,各種入出力装置を惣苗に取りそろえ,

各種プラントに対して一最適なシステムを構成できる｡

(2)論理素子にICを使い,小形化,高イ三根度を図っている｡

(3)計算機と結合して,デ【タ処理,計算機制御が可能であ

る｡

(4)テレメータのディジタル化により経済件,高精度化,伝

送チャネルの減少が期待できる｡

図14 日本道路公団納め集中遠方制御装置

26

#

電機･制御 日立評論 VOL.56 No.1

コンビネーション スタータ新機種の完成

各種工業における電動力応用規模の増大に伴い高圧コンビ

ネーション スタータの需要は増加の傾向にあり,また顧客の

多様化してきた要求仕様にこたえるべく新たに3機種を開発

した｡(1)6kV級コンビネーションスタータの段積化.′ト形軽

量化をはかった2段積引出形,(2)2段積汎用形6kVコンビネ

ーションスタータ,(3)新開発の3kV50A高圧気中電磁接触器
を内蔵したシンプルな設計の3kV50A形ミニコンビネーショ

ン スタータを完成した(図15.16)｡おもな仕様は,

(1)6kV2段積引出形および2段積汎用形

6,600V,250MVA,最大適用モートル容量:1,500kW,

JEM-1225M形4級,帖800×高さ2,300×奥行1,600(mm)｡

(2)3kV50A形ミニコンビネーション スタータ

墨

痕
■1-

㍍たで

図15 6kV2段積引出形コ

ンビネーション スタータ

3,300V,250

MVA,最大適用モ

ートル容量:190

kW,JEM-1225B

形1級,幅600×

高さ1,150×奥行

800(mm)

匡I16 3kV50A形ミニコ

ンビネーション スタータ

4,000Aフレームヒューズフリーしゃ断器の開発

近年,う電力條用量の増大はめぎましく,電力設備が大形化

Lてきている｡

電力設備を大形化するほどには電力設備スペースや保守陣

営を大形化できない穀近の事情から,小形で使いやすいヒュ

【ズフり-Lや断器がACBに代わって用いられる気運にある｡

これらの要求に対処するため,大容量ヒューズフリーしゃ

断器4,000Aフレ【ムを開発Lた(図17)｡

4,000AフレⅥムヒューズフリーしゃ断器はAC4(DV級2,500

kVA変圧岩注の二二大側主しゃ断器として使用できる答量を持ち,

また負荷倒しゃ断器との選択しゃ断協調に適するように短限

時引きはずし要素を備えている｡

4,000Aフレームヒューズフリーしゃ断器のおもな仕様は二大

のとおりである｡

定格電圧:AC

600V,定格電i充:

3,200,3,600,

4,000A,定格しゃ

断答量:AC220V

-150kA,AC460V

-100kA,AC600V

-80kA

図17 4′000Aフレ

ームヒューズフリ

ーLや断器
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クレーン制御の新形化

荷役作業の合理化,高能率化を求める産業界のニーズは根

強いものがあり,クレーン電気品の需要は着実に伸びている｡

これらクレーン電気品の信頼性,高性能,長寿命の向上をめ

ぎして48年度も下記製品の開発,モデルチェンジを行なった｡

(1)高寿命小形軽量の横走行用ディスク形電磁ブレーキ(FS-

TV,2.2～11kW用)新発売(図18)｡

(2)走行速度を減速し,クレーンの床上運転を可能とするブ

ルーボックスシステム新発売

(3)取付けやすくした新形CFブレーキ(2.2～90kW用)発売

(図19)｡

(4)ユニット化を図った新形IB盤,高寿命とした新形リミ

ットスイッチ発売

図18 横走行用ディスクプレ 図柑 CFブレーキ(LS-HY｡)

キ(FSイ∨)

｢日立サンバワー+高圧パッケージシリーズを完成

ディーゼル発電設備は,｢建築基準法+およぴ｢消防法+の改

正による法規制の強化,さらに一最近の電力事情の悪化などで,

その必要性はますます重要視されている｡

これにこたえ,(1)発電機ではブラシレス方式による無保守

化,(2)制御盤ではIC無接点化およびユニット化による発電

機への搭(とう)載,(3)また据付工事の簡略化ならびに建設費

低減のためのパッケージ化による小形軽量化を目的として,

性能,機能ともた従来の定置式以上にすぐれた中容量クラス

(175-400kVA)の画期的な高圧パッケージシリーズを完成し

た(図20)｡

｢日立サンバワー+ポータブル発電機

防災シリーズの完成

防災用設備の非常用発電設備は,｢消防法+の改正により,

昭和48年2月10日付消防庁告示第1号に基づき｢自家発電設

備の構造および性能の基準+が定められ,法律で規制されるこ

とになった｡

日立製作所ではこの法改正に適合した防災用｢日立サンバワ

ー+ポータブル発電機を新しく開発し,シリーズ化した｡

本シリーズは従来の非常用ポータブル発電機に自動始動盤

を組み込み,水タンク,燃料タンクおよび蓄電池設備を防災

構造としたもので,(1)買電の停電から発電機の送電まで10秒

以内で始動できる｡(2)自動始動盤がセット組込みのため床面

積が縮小される｡(3)エンジン冷却水の補給がなくても1時間

の連続運転が可能であるなど多くの特長を持っている(図21)｡

.亀′も

､む莞潜
図21｢日立サンバワ

ー+防災用ポータブル
発電機DE-80(柑0/

lほkVA)

新形集魚灯用交…充発電弓幾"FG-D3''

日立製作所では今回,従来品に比べて一一段と大容量モート

ル駆動が可能で,さらに使いやすくなった自動電圧調整器(以

下AVRと略す)付の"FG-D3”を完成した(図22)｡

おもな仕様は下記のとおりである｡

形 式 巨FOUP-R(開放防滴保護形回転界磁式)

出力.極致(kVA) 6-40(4極),40～60(6極)

相 電 圧 (∨) 定格127(80～160まで調整可)

定格回転数(rpm) l′800(4極),】′200(6極)

また,おもな特長は下記のとおりである｡

(1)ブラシレスで保守点検が容易,かつ長寿命である｡

(2)独特の助磁方式と高性能AVRにより,負荷をかけたま

ま発電可能で回転速度や負荷の変動に対しても常に安定に動
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群訝■▼緊､く′

柔ヂ警…〈く三芳′羞三三義表送
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図20 HDE-28N5形(350kVA)高圧パッケージディーゼル発電機 図22 発電機とAVRの接続状態

作する｡

(3)発電機とAVRの

接プ続はコネクタ式で接

続誤りの心配がない｡

(4)CT装置を簡単に

付けられ,一段と大容

量モートルの運転が可

能である｡

(5)保護装置を内蔵し

ているため,過負荷や

万一の短絡時でもコイ

ルが焼壬員することがな

い｡
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